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　2020年4月→2020年11月

館内感染対策の紹介

In fo rmat ion

●

図書館標語2020

　今年は COVID-19 感染予防対策の影響で、図書館
も 4 月 20 日から 6 月 6 日までが休館となり、その他
の期間も時間を短縮しての開館が続いています。この
ような状況ではありますが、図書館では感染対策を
とって開館をしていますので、来学時には館内で本や
資料を見ながらゆったりとくつろいだ時間を過ごし
て下さい。水筒やペットボトルなどフタのあるもので
あれば飲料の持込もできますし、窓際の席の椅子も 4
月に一新しましたので、より快適にお過ごし頂けると
思います。
　また、K 棟 2 階 K2-Var io  の「コミック・ゾーン」も、
アルキメデスの大戦・プルートウ・神の雫など新た
に寄贈されたコミックが配架されています。是非ご覧
下さい。

アートプログラム2020の紹介

　札幌文化芸術劇場 hitaru との共催事業であるアートプログ
ラムも 3 年目となりました。プログラムの講師である千葉先生
の幅広い知識に裏打ちされた軽妙なトーク、針生先生の素晴ら
しい歌声、鎌倉先生の素敵なピアノ、毎年このプログラムで公演
のあらすじ・見どころ・聞きどころをおさえた上で、本公演の醍
醐味をより深く堪能するリピーターの方も年々増えています。
　2020 年はコロナ感染状況が刻々と変化する厳しい環境の
中、感染対策で席を半分（100 席）に制限して開催。予約参加者
から感染を心配された当日キャンセルが多く出る状況でしたが、
第 1 回は 60 名、第 2 回は 73 名の皆様にご参加頂き、高いご
評価を頂戴しました。
　2021 年も hitaru のメイン公演 2 回（バレエ・歌劇？）に合
せて当プログラムを継続開催する予定です。次回は皆さんも是
非ご参加頂きご堪能下さい。

アートプログラム2020の紹介

図書館のコロナ感染防止対策の紹介
来館者の皆さんに安心して閲覧をして頂くための感染対策を紹介します。

１．閲覧席の密防止と使用した席の消毒
　使用可能な席を対面・左右共に交互に設定し、使用者間の飛沫暴露の軽減を
　図っています。また、使用可能な席にはナンバーカードを置き、使用後はカウン
　ターにそのカードを提出。使用した席の消毒作業を行っています。
  
２．受付カウンターでの対策
　受付時の飛沫対策にビニールカーテンを設置しています。
 
３．消毒対策
　入館時・退館時の消毒用に消毒液を入口に設置しています。
　閲覧席やAVコーナーの消毒用に館内４か所に消毒液を設置しています。
 
４．換気
　開館時は定期的に館内の換気を実施しています。

第1回：11月5日（木）バレエ「眠れる森の美女」見どころ・聴きどころ
第2回：12月3日（木）オペレッタ「こうもり」見どころ・聴きどころ
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バルト-ク・ミクロコスモスの演奏と指導法 / 山崎孝

農業経済学 / 土屋圭造

わかりあえないことから : コミュニケーション能力とは何か
 / 平田オリザ

創造社会の都市と農村 : SDGsへの文化政策 
/ 佐々木雅幸総監修・編 ; 敷田麻実, 川井田祥子, 萩原雅也編

世界の調律 : サウンドスケープとはなにか / R.マリー・シェーファー

故郷 ; 阿Q正伝 / 魯迅

ドストエフスキーと父親殺し ; 不気味なもの / フロイト

格差社会 : 何が問題なのか / 橘木俊詔

友だち幻想 : 人と人の「つながり」を考える / 菅野仁
編集・発行
札幌大谷大学・札幌大谷大学短期大学部図書館
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http://library.sapporo-otani.ac.jp
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本 (文庫・新書・叢書）貸出ベスト

5 夏空白花 / 須賀しのぶ

図書館の利用者数

図書館標語2020 受賞作品

優秀賞
「鍵になる。　夢になる。　明日に繋がる本がある。」

　　中山日那さん　 保育科1年

　本を読むことで未知なる未来を想像しながらワクワクする気持ちをこの標語に込めました。
本は新たな発見や、考え方を得られる大好きなものです｡ 

次点
「本に出会い　スマホを
　さわらなくなりました」

赤羽根由花さん　美術学科４年

　スマホの見過ぎは分かっていてもなかなか止めら
れませんでした。しかし、好みの本に出会い夢中に
なっていると、スマホに触れている時間が減っている
事に気が付き、標語にしました。
　何かアイデアを生み出すにも、本はスマホよりも有
意義な時間にしてくれると思います。
受賞できてとても嬉しいです。
ありがとうございました。 佳作

 「Go To ライブラリー」
和田直人さん　地域社会学科４年

　あまり外出出来ない今だからこそ札幌大谷大学の素
晴らしい図書館を利用し、本を読む人が増えれば良いな
と思い、「Go to ライブラリー」という標語を考えました。
　決して Go to キャンペーンに便乗したわけではありま
せん ( 笑 )

計2,670冊


